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得笶論文

長期議会における宗教と政治
一

ス テ ィ
ー ヴ ン ・ マ ー シ ャ ル の 議会説教の 分析 を中心 に

松谷　好明 （聖学院大学総合研究所）

1． 本論文の 課題

　今 日 、 1640−60年の イ ン グ ラ ン ド史に お い て 中

心 的な役割を果た した長期議 会の 宗教性 に つ い て

再 び関心が高 まっ て い る
］｝

。 長期議会が 関わ っ た

宗教関連の 課題 は膨大か つ 多岐にわ た るが 、 長期

議会が ほ ぼそ の 開始か ら終焉に い た る まで実施し

た 月例断 食日、特別感謝 日、特 別謙卑 日に お ける

説教 者に よ る議 会説教 は、同議会の 宗教性を解明

する 上 で とりわ け肝要 であ る 。 なぜ な ら 、 ホ ッ ブ

ス は 『ビヒ モ ス 』に お い て 、1640−60年の 社会的

無秩序の 最盛期をもた ら した の は説教壇か ら反乱

を説 き国民 の 腐敗と誘惑、権威 と権能 の 完全な崩

壊を もた ら した の は 、プ ロ パ ガ ン デ ィ ス トた る「キ

リ ス トの牧師」だと して特 に 「長老派」を槍玉 に

挙げ
L“ ）

、 クラ レ ン ド ン は 『大反 乱 史』にお い て 、

ジ ョ ン ・ピ ム を始め とする議会指導部が 説教者た

ち を目的達成 の 手段 として 利用 した と糾弾 して い

る
3｝

が 、これ らの議会派説教者た ち の い わゆ る 「政

治的説教」（political　sermon ）が 典型 的 にな され

た場 が議 会説教だ っ た か らで あ る 。

　 こ う した議会説教の 先駆的研究の 中で 特に重要

な もの は、H．R．　Trevor−Roperの 著 書The　Crisis

of 　the　 Seventeenth　Century （Harper ＆ Row ，

1956）所収の 論文The　Fast　Sermons　of　the　Long

Parliamentと、そ の 論文 を踏まえたJohn　Wilsonの

著 書Pulpit　in　Parliament（Princeton　University

Press．1969）で ある 。 本論文 にお い て 我 々 は、長

期議会の 多 くの 説教者の 中で 最 も長期 にわた り、

最 も多 くの 説教 をして 「議会の 説教者」と呼ばれ、

それゆ えに ホ ッ ブ ス 、ク ラ レ ン ドン の 批判の 対象

とな っ たば か りか、王政復古後 その 遺体が ウ ェ ス

トミ ン ス ター ・
ア ビーの 南側廊か ら掘 り起こ され

て外の 穴 に投げ込まれ た 「長老派」の 代表的な牧

師Stephen　Marshall（1594−1655、エ セ ッ ク ス 州

フ ィ ン チ ン グ フ ィ
ール ドの 牧師） の 説教 （議 会説

教15篇 と ロ ン ドン 市説教 3 篇 の 計18篇ゾ の 分析

を通 して 、 以下の 3 つ の 問 い に答える こ とを試み

た い 。

　第一
に、マ ーシ ャ ル に代表 され る議 会説教者た

ちにお い て 、 言われ るよ うな宗教に よる政治へ の

介入、扇動が 起こ っ て い るか、で ある 。 すなわち、

説教者た ちは 、 ク ラ レ ン ドン が 言 うよ うに長期議

会指導部に 戦略的 （長期 的 目的を 明確 にす る ）、

戦術的 （一時的な政策転換を開始する ）目的の た

め に利用 され、操作されて 、政治的プ ロ パ ガ ン デ

ィ ス トと して働い た、とする トレヴ ァ
ー ・ロ

ーパ

ー
の 見解をどう評価するか 、 また 、 内戦期の ピ ュ

ーリ タ ン牧師の 政 治的説教の 内容と意義が 国内政

治情勢の 変遷 と、それ に基づ く議会と説教者 との

関係の 変化 によ り変動して ゆ き、ホ ッ ブ ス が見る

ほ ど
一

様で も
一

面的に破壊 的で もなか っ た 、 とす

る ウ ィ ル ソ ン の 見解をどう評価す るか である 。

　第二 に、マ
ーシ ャ ル に つ い て言 えば、彼は常 に

勝ち馬 に乗る生 き方の ため に仲間 （長老派、ス コ

ッ トラ ン ド側 、 議会長老派 、 兵士 を含む議会軍の

順で ） と分か れる こ とを繰 り返 し 、 結 局最後は独

立派 ・グ ラ ン デ ィ
ーズの オ リヴ ァ

ー ・ク ロ ム ウ ェ

ル に付 き国王処刑 と水平派弾圧 まで 支持 した、と

その 変節 と孤立化の 過程を強調す る トレ ヴ ァ
ー ・

ロ ーバ ーの 見解 をどう評価するか 、 で ある 。

第三 は、「す べ て の 主 教派が 大主 教Ussherと同
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長轗 会にお’ナる宗教と政 治
一X テ ィーヴン ・マ ーシャ ル の講会説 教の 分折を4r谷に

じ精神 で あ り、 独立 派がJeremiah　Burroughs 氏

の ようであ り、 長老派がStephen　Marshall氏の よ

うで あれば、教 会の 分裂は い や され て い た で あろ

う」（バ ク ス ター尸 は、マ
ーシ ャ ル に 関するか ぎ

りどの 程度妥当す るか 、 で ある 。

ll．本論　マ
ー シ ャ ルの説教内容の分析

　マ
ー

シ ャ ル の 議会お よび ロ ン ド ン市説教 は、国

内の 政治的 、 教 会的状況に応じて テキ ス トの選択

が 行われ た の で、説教内容の 分析に当た っ て我 々

は 、 「危機の 20年」の 歴 史的状況 を便宜上 4 期 に

分けて 、それ ぞれ の 段 階で なされた幾つ かの 説教

を まとめ て取 り上 げる こと にする 。 そ の 際本論文

の 狙い は 、 「長期議 会にお け る宗教 と政 治」の 分

析 を通 して 「ピ ュ
ー リ タ ン 革命の 宗 教思想」（ピ

ュ
ーリ タ ニ ズ ム 学 会2012 ・6 の 研究大会テ ーマ ）

を明らかにする こ とに ある の で 、聖書の テ キス ト

お よび コ ン テ キ ス トその もの に つ い て マ ーシ ャ ル

が な した解釈 、 解説 よ りも、 む し ろ 具体 的状況へ

の 「適用 （用益 ）」
S）

に焦点を当て た い と思 う。

1）第 1 期…議会召集〜内戦開始前 （1640−42）

　我 々 が利用で きる こ の 期の マ ーシ ャ ル の 説教は

3 篇の み で ある が 、
い ずれ も彼の 信仰 と神学を明

確 に打ち出 した 、こ れ 以降の 彼の 説教の ひ な型 と

なる もの で きわ め て 重要で あ る 。

　 ス コ ッ トラ ン ドとの 和平感謝日にな され た庶民

院説教 「神へ の 和解の 献げもの 」
t ：

（41．9 ．7 ）に

お い て マ
ー

シ ャ ル は、過去80年間、神が教 会と国

家両面に お い て さまざまな顕著な憐れ み を注い で

多くの くび きを取 り除 い て くだ さ っ た が 、我 々 の

神に対する忘恩 、 感謝の な さ の た め、過去 2 、 3

年 イ ン グ ラ ン ド 、 ス コ ッ トラ ン ドは、「邪悪 な道

具たち」の 悪意 と実践で財 産、自由、宗教が 混乱

と危機に陥 っ て い た 、 とす る 。 しか し、この 1年

の 間に神は 「数 々 の 驚 くべ き御業」を行われ た と

し て 、  両国民が戦争か ら愛の 絆 に結ばれた関係

に入 っ た こ と、   星室庁、高等宗務官裁判所の 廃

止に よ り、 財産 、 自由 、 宗教 、 良心の くび きが 除

か れ た こ と 、   イン グ ラ ン ド議会両院が 、 教皇制

とその 残滓 を廃 して 真の 宗教 を守 る誓約をした こ

と、  国王 と議 会が 3 年議会法に つ い て
一致 した

こ と 、 な どを具体的に 列挙 した 。

　 か くして マ ーシ ャ ル は 、 個人 、 家族 、 国全体で

神 をほ め た た える と と もに 、信仰 と生 活 を聖 別

する よ うに奨励 し、また こ う警告 もする 、「諸君

は 今や 自分 自身の 家 を建 て、市民 的 自由 （Civil

Liberties＞を獲得 した。 万一
神の 家を荒れたまま

に してお き、神の 大義の ため に あま り熱心で なけ

れ ば、神は 諸君 と子孫の 手か ら結果をお求め に な

る」 と 。

　第二 の 庶民 院説教は ア イ ル ラ ン ド危機の ため に

もた れた特別謙卑日（41．12．22）になされ た もの で 、

「宗教改革 と荒廃」
S
乏 い うタ イ トル の 下 に な され

た 。 こ の 中で マ ーシ ャ ル は列王記下23 ：25、 26か

らユ ダ の 王 ヨ シ ヤ の よ うな宗教改革を進め た王が

い た と して も王 マ ナ セ と民 の 大 い な る罪 に よ っ て

燃え上 が っ た主 なる神の 怒 りは容易に消えなか っ

たこ とを想起 させ 、イ ン グラ ン ドの 国民 と国家の

現状 （神の 戒めに背 い て 決定的な破滅 に陥る瀬戸

際に あ る）に全 国民が 嘆 き悲 しむ こ と、特に国会

議員は 、 神に背 く者た ちに正 義を行 い
、 報復する

とともに、宗教 と神礼拝 の 改革を一層進め る よ う

に 強 く促 した。マ
ー

シ ャ ル は最 後に、「諸君は我

が 国を代表する 人々 で ある 。 我 々 を救 っ て ほ しい 」

と叫んで い る 。

　第三 に 、庶民 院説教 「メ ロ ズ はの ろ われ よ」
°’）

（42 ・2 ・23）は マ
ーシ ャ ル の 説教中最 も有名な

もの で、その 後多くの 版が重ね られ て広 く読 まれ

た もの で ある 。 ア イ ル ラ ン ド
・ア ル ス ターで の 反

乱 と大虐 殺 の ニ ュ
ー

ス 、大抗議文 （204ケ 条）の

可 決、国王の 5議 員逮捕失敗 とヨーク へ の 逃避、

議会におけ る主教排 斥法の 成立、とい っ た激動の

中で もたれ た 、第一
回 月例断食 日にお ける説教で

ある 。 こ の 説教 に お い て マ
ーシ ャ ル は 、士 師 5 ：

23か ら く神 の 大義〉 に反対 し、「教 会 の 敵」 を助

ける 人 々 や ど っ ちつ かずの 「中立 者」 （Newters ）
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は 「メ ロ ズ」に当た る 人々 で ある 、 と した 。 その

うえで マ
ー

シ ャ ル は 、 プ ロ テ ス タ ン トか ら カ トリ

ッ クに改宗 した ナヴ ァ
ール 国王 （仏王ア ン リ四世）

を例に あげて 警告 し、 むしろす べ て の 人々 、 特 に

議会議 員は 「楽 しみ を苦 しみ に、喜 びを危険に、

利得を 出費に 、 家 を宿舎に 代え、こ れ らす べ て に

おい て 自己否定を続 け、神 の 教会 の 大義の ため に

不屈の 努力 をなせ」 と奨励 した 。 こ の ときマ
ー

シ

ャ ル の 念頭 にあ っ たの は、宗教改革の 先駆者であ

っ た ドイツ の 長期 にわた る艱難で ある 。 イ ン グ ラ

ン ド、ス コ ッ トラ ン ド、 ア イ ル ラ ン ド3 国の 危急

と暗黒が悪化 して ドイツ の よ うにな らぬ よ うに、

とマ
ー

シ ャ ル は女王 メ ア リ
ー

の 殉教者 ジ ョ ン ・ブ

ラ ッ ドブ t 一 ドに倣 い 、 「祈れ 、 祈れ 、 祈れ」 と

訴 え 、 「祈 らな い こ と で 教 会と国家の 裏 切 り者 と

な らぬ よ うに 」、と強 く勧め て 説教を 閉 じて い る 。

議会の ため 、公共の 益 の ため 、 自分 自身が主の 喜

び の 中に迎 え入れ ら れ る た め 」ます ます祈 りをあ

つ くしたこ とを思 い 起 こ させ た 。 そ して最後に マ

ーシ ャ ル は、神 と祖国、宗教改革の大義に生 きた

ピ ム の 模範 に倣っ て神に栄光 を帰す よ うに、と訴

えた 。

　次に議会と ロ ン ドン市転覆の 陰謀が発覚した こ

とへ の 感謝をささげ る庶民 院の 特別断食日 の 説教

「神の 僕モ
ー

セ の 歌と小羊の 歌」
11）

（43．6．15）にお

い て マ ーシ ャ ル は 、 「反キ リス ト派」 に対 して は

キ リ ス トご自身が 「道具」（み 心 に 適う人 々 や 議会）

を用 い て 神の 怒 りを注 い で 必ずキ リス トの 教会 に

喜ば しい 勝利を もた ら した もうと、大陸諸国に お

ける宗教改革が 多大 な犠牲 を払 っ て も進展 して い

る こ とを例 に挙げて 励 ました 。

2）第 2 期…
第

一次内戦期 （IM3 −46）

　42年 8 月か ら始ま っ た内戦の 初期 、 議会側は 、

軍がエ ッ ジ ヒ ル の 戦 い で 苦戦、43年 6 月に は議会

お よび ロ ン ドン 市完全転覆の 陰謀が 発覚 、 43年 12

月に は議会の指導者ジ ョ ン ・ピムが 死 去す るな ど

して きわめ て 形勢不利な中にあ っ た 。 こ の よ うな

状 況の 中で マ
ーシ ャ ル は、まず、ピ ム の 葬儀説教

（43．12．15　議 会両院 と神学者会議の合 同開催）「ス

レーノ ー
デ ィ ア （嘆 き）一

人物喪失 に対す る教会

の 嘆 き」
lo伽

に お い て 、次の よ うに説教 した 。 す な

わちマ
ーシ ャ ル は 、 「最 も卓越 した有用な人 々 が 、

教会が どう して も失 い た くな い ときに しば しば取

り去 られ る」、「神が この よ うになされ る と き、 そ

れは悲 しい 嘆 きとなる事柄であ る」とい う二 つ の

教理 を立て 、そ こ か ら 「い か に優れた 人 々 で あ っ

た も、教会 は決 して 人間に依 り頼まない よ うに 」、

「我 々 の 危険は 議会、軍、財、人 々 の 心 を過 度に

評価す るこ とであ る」 として、ス コ ッ トラ ン ドの

軍事的援 助 につ い て さえ もそ うだ と警告 した 。 そ

の うえで マ ーシ ャ ル は 、
ピ ム が 「真の キリ ス ト者 、

イ エ ス ・キ リ ス トの 忠実 な僕」で あ り 「公共精神

の 人」、 「最 も有用 な人」で あ っ ただけで な く、死

が 近づ い た と き彼が 「国王 陛下 とその 子孫の ため 、

　 また マ ーシ ャ ル は 、 神聖 な同盟 と契約の 締結 に

基づ きス コ ッ トラ ン ド契約軍が南下す るに当た っ

て は 、 イン グラ ン ド、 ス コ ッ トラ ン ド双方の 代表

者た ちに 、 神が お 与 え くだ さ っ た 「心 の 協調 と

一
致」に 感謝 しつ つ 、宗教の 改革 とい う共通 の 大

義の ため に各々 の 立場で力 を尽 くす よう励 ました

（44．1．18 「神聖な賛辞」
IL”

）。

　しか し、そ の 一方で マ ーシ ャ ル は 、 神の 憐れみ

に よ り議会軍が オ ッ ク ス フ ォ
ー ド周辺で は勝利 し

た もの の 、西部 、 北部で 大敗 して い るこ とに は原

因が ある として 、 国中至 る と こ ろ に見 られる偶像

崇拝 、 姦淫 、 流血 、 忘恩 、 分裂 、 神 に対する生ぬ

る さなどを真剣に 悔 い 改 め る よ う強 く求め た （44．

4 ．2　 ロ ン ドン市説教 「国を救 う神の 計画」
13）

）。

　 44年 12月の 両院特別断食 日に マ
ーシ ャ ル が行 っ

た説教は、出版に 回 され なか っ た 。 こ れ は マ ース

トン ・ムーア の 戦 い 、
ニ ュ

ーベ リーの 戦 い を通 し

て 台頭 した ク ロ ム ウ ェ ル をは じめ とする テ ー ト、

ヴ ェ イ ン らの 独立 派 を中心 とする 「革命派」と 「和

平派」 とに議会が 分裂 した こ とが 背景に ある と考

え られる
141

。

さて 、内戦が ようや く議会側に優勢 とな っ た45

6
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



JapaneseAssociation for the Study of Puritanism

NII-Electronic Library Service

JapaneseAssoolatlon 　for 　the 　Study 　of 　Purltanlsm

長賜 讙会にお げる宗教と政溢
一

ズ ティ
ーヴン ・マ ーシャル の 講会説教の 分折を亭1心に

年 3 月 、
マ ーシ ャ ル は 、 まだ

一
定の 力を保 っ て い

た貴族院の 月例断 食日に招か れ 、 「神の 傑作」
15，

と

題する説教 を行っ た 。 こ の 中で マ
ー

シ ャ ル は、 コ

モ ン ウ ェ ル ス に お け る市民 国 家の 建設 とシ オ ン

（神の 教会） の 建 設 と を峻別 し 、 前者は国家の 手

に委ね られ 、 自然 の 光と人間 の 思慮分別に よ っ て

導かれ るが 、 後者は宗教の 問題で あ っ て 、ただ霊

的、天的な規範で あ る神の 言葉の 光によ っ ての み

なされると した うえで、 しか し、その 神の 言葉が

教会建設の 継続の た め に 貴族院議員を含む為政者

に与えて い る権能 と権威 はきわめて大 きい
、 と説

い た 。 そ れ は 、「教会の 清め と改革」 （教皇制と異

端を除い て 神の 全規 定の 正 し い 樹立 を図る）の た

め の 権能 と権威 だ と して マ
ーシ ャ ル は 、 「我 ら の

宗教 と自由の ための こ の 巨大な抗争」の 中で 見て

きた実 りを覚えつ つ 、新 たな思 い で 「シ オ ン を改

革 し健 て よ う」、と呼 びかけた 。 （…は筆者 に よる）

　同 じくシオ ン 建設 に つ い て マ
ー

シ ャ ル は 、 その

1 ヶ 月後の 庶民 院説教 「強 き助 け手」
1G
で は 、 よ

り強い 危機感の 中か ら語 っ た 。 すなわち 、 議会側

は国王 とア ク ス ブ リ ッ ジ交渉 に失敗 しただ けで な

く、辞退条例 をめ ぐる内部対立が拡大 の
一

途 を

たどっ て い たか らで あ る 。
マ ーシ ャ ル は 、 我 らの

罪 の ゆ えに 「教会 と国家 の 至 る と こ ろ に 分裂 と再

分裂があり、我 々 自身の 問に不平 と分裂が ある」、

この事態は「その 生活 と陰険な策謀で シオ ン建設、

宗教改革の 仕事を停滞 させ る 人たち」、 「忌むべ き

偽善者」であ る敵 に利用 され る、こ れを防 ぎ勝利

するた め に は 「力強 い 助 け手」で ある 祈 りに よる

しかな い 、したが っ て 、再 び 「祈れ、祈れ 、祈れ 」、

と叫ん で い る 。

　それ か ら 1 ヵ 月半後の 45年 6 月14日、議会軍 は

ネーズ ビーの 戦 い に お い て 大 きな勝利 を収 め た

（総司令官 トマ ス ・フ ェ ア フ ァ ッ ク ス、主 な活躍

を見せ た の は ニ ュ
ーモ デ ル ・ア ーミー）。 議会両

院と ロ ン ド ン 市の 合 同特 別感謝礼拝 （6 ・19）にお

け る説教 「シ オ ン に対す る神 の憐れ み の 神聖 な記

録」
16，

にお い て マ
ーシ ャ ル は、民の 状態が きわめ

て低調であ っ たに もかかわ らず 、 その 民の 祈 りに

応 えて神が予期せ ざる勝利 と憐れみ をた まわ っ た

こ とを感謝し、「な しうる 限 りの 称賛 と栄光 を我

らの 主 イエ ス に帰 し、後 の 世 々 の 世代に語 り伝 え

よ」 と説 い た 。 しか し、こ の 説教の 途 中で もマ
ー

シ ャ ル は、議会側に立つ 者た ちが 「我 らの 肉の 武

力 〔軍〕」を高 くしが ちで あ り、「国民 の プ ラ イ ド

がなお低 くされて い な い 」 と警告する こ とを忘れ

なか っ た。

　45年の 前半か ら46年後半にか け て は 、教会の 戒

規権の 所在をめ ぐる議会 （エ ラ ス トス 主 義） と神

学者会議 （長老主義）の 対立
IS）
、内戦終了に 伴 う

イ ン グラ ン ドとス コ ッ トラ ン ド、イン グラ ン ド議

会と軍 、 軍内部の 士 官ク ラ ス と兵士 の 対立 の 中で 、

議 会側に は戦争 の 大 義をめ ぐる解釈の 相違 や 不

信 、 動揺が 見られ る よ うにな っ た。こ うした状況

の 中で 46年10月28日の 貴族院月例断食 日に 説教 し

た（「ちの み この 口か ら両刃の 剣」）
10 ）

マ ーシ ャ ル は 、

「内戦が終 わ っ た の で 現在の 議 会軍を解散す る の

が よ い か どうか」 とい う政治上 の 論争 に 自分は加

わ らな い と明言しつ つ 、しか し 「み どりご とち の

み こ （詩 8 ： 2 ）」の 兵力は 決 して 解散 して は な

らない 、 と訴えた 。 「み ど りご とちの み こ」は 肉

の 武力を持た な い 聖徒た ちで あ り、彼 らの 口か ら

出る敵を倒す霊的な兵力 は説教、信仰 の 告 白、詩

篇歌、祈 り、神 との 契約締結か ら来る 、と言 うの

である 。
マ ーシ ャ ル が こ こで霊 的兵力の堅 持を唱

えた理 由は、「ア イル ラ ン ドは悲惨な状態に あ り、

イ ン グ ラ ン ドは嘆か わ しい ほ どに不安定で あ り、

恐 る べ き分裂が 至る とこ ろ にあ る」、と い う危機

意識か らだ っ た 。 もっ ともマ
ーシ ャ ル は 、 聖徒が

一人の 人、臣下、自由人 として は不当な暴力 に対

して 自ら と他 の 人 々 を防衛す る 手段 を持 ち、それ

を使用する こ とは自然 と国家の 法に よ り合法的で

あ る、と伝統的、正統的な見解 を述 べ て い る 。 こ

の点 も看過すべ きで はな い 。

　46年12月 の 庶民院断食 日 （12 ・30）説教 に お い

て マ
ー

シ ャ ル は、「時勢 に対す る正 しい 理解」
2m

を

持つ 人は少ない と断言 し、議 員たちに時勢 を正 し

く認識する よ うに と迫 っ た 。
マ ーシ ャ ル は 、「神

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7
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符漿諞文

は この 1 千年間に なか っ た ほ どの 今の 時代 に我 々

を置い て お られ る 」と述 べ た うえで 、 「こ の 時代

の 真の 様相」は 、   桁 はずれ の 邪悪 と恐 る べ く忌

まわ しい こ と 〔不義 、 不正 、 不道徳〕が行われて

い る 、   恐る べ き誤謬 （異端、神聖冒涜）が神の

民 の 問に ある 、  主の 大 きな怒 りが 現 わ れ て い る、

  恐 るべ き戦争 （不 自然で血 なま ぐさ い ） の 時代

で ある、  分裂 （「キ リス ト教 世界で か つ て なか

っ たほ どの 分裂で ある 。

……最悪なの は、こ れま

で 共 に祈 り、 共 に断食 して きた神の 民、神の僕た

ちの 間で の 分裂で あ る 」） の 時代で ある、  宗教

改革の 時代で ある、  救出 の 時代で ある、と列挙

し、これ らすべ ての 面で の庶民院議員の 奮起を促

した 。 我 々 は   の 項 目 の 中で マ
ー

シ ャ ル が 、 「諸

君 は宗教改革をすで に始め て い る 。 宣誓 と契約で

それ に従事 して い る」、「宗教改 革を継続 しなけれ

ば、神の 怒 りをさらに 買う」、「宗教問題を解決せ

ず して 、 コ モ ン ウ ェ ル ス の 問題は 決して 解決で き

な い 」 と明言 して い る こ とに特に留意 した い と思

う。

3）第 3期…軍 と、独立派中心の 議会の 時期

　 （1647−48）

　47年、軍の 台頭 と、軍内部に おける軍幹部 と兵

士の 対立は 進行 し、つ い に 10月28日か ら11月 1 日

の 〈バ トニ ー討論〉 となっ た 。 48年に はチ ャ
ール

ズー世の 再逮捕、第二 次内戦（4 − 8 月）、国王裁判

をめ ぐる論争 と対立があ り、12月 6 日 には プラ イ

ド ・パ ージに よる長老派議 員の 追放、独立派議員

100余名の み に よる残 部議会の 成立 と、激動が続

い た 。 こ の 間 、 神学者会議 は先に提出 して い た 礼

拝指針、教 会政治規程に続 き、諮問 され て い た 信

仰告白、 大小教理問答 を相次 い で議 会に答申した。

しか し、庶民院はエ ラ ス トス 主義を一
層前面 に出

し、 それ らの 答申をその まま受 け入れ る ので は な

く、証拠聖句を付ける 要求をした り、独断で それ

らへ の 改訂や 削除を図 っ て 、 神学者会議 、
ス コ ッ

トラ ン ド教 会との 懸隔を広げる に至 っ た
L’1〕

。

さて、47年 8 月ロ ン ド ン で は
一
般大衆に よる議

8

会へ の 批判、不 満が高 ま り、議会へ の 乱入と実力

行使 に よ る 議員追放 とい う事件が 起こ っ たが、軍

が ロ ン ドン に 入 り暴動は流血な しに鎮圧 された 。

「議 会両 院が名誉 と自由 を回 復 した神 の 限 りな い

憐れみ 」をた た える 両院感謝日（8 ・12＞の 説教
2L））

に招か れ た マ
ーシ ャ ル は、国王 と議会、 議会と ロ

ン ドン 市、 ロ ン ド ン市 と軍 との 間の 相違 を広げ 、

分裂 を図ろ うとして い る 人々が い る と批判し、む

しろ そ れ らの 間に信頼 と平和を築くよ うに と訴え

た 。 こ の 中で マ
ー

シ ャ ル は 、 公的安全、 自由 、 宗

教 の 保持な どが 剣以外 の 方法で は不可能な場合 、

戦争は 合法的で 必要なこ とが ある としなが ら、 

戦争は重大 な裁 き、 大 きな天罰で ある （た とえ双

方に 対 して で は な くと も、 少な くとも一方に とっ

て ）一過去何年 もの 間我 々 は多 くの 戦争 を経験 し

た が 、 戦争の 実態は 「エ デ ン の 園 の よ うな地が 荒

涼た る荒野 に な る」悲惨な もの である こ とを覚え

なけれ ば な らない 、   内戦は よ り大 きな裁きで あ

る 、   同 じ宗教 を告白する 兄弟同士 （神の 民）の

戦争は最大の 裁 きで ある 、 と して 、 議 員たちに 、

今回 味わ っ た侮辱 と軽蔑 を反省材料に 、 主 なる 神

の 関心事は宗教で あるか ら 「宗教 を最大の 関心事

とせ よ」、 「王国 に真理 、 平和 、

一致を樹立する よ

う力を尽 くせ 」 と訴えた 。

　こ うした 訴えに もか か わ らず、軍、特 に兵士 の

台頭 は 多くの 独立 派、セ ク トの 宣伝 ・文書活動 の

活発化を伴い 、 ロ ン ドン を 中心 に 国内の 宗教事情

は混沌の 度を増 し て い っ た 。 その ためマ
ーシ ャ ル

は、「イ ン グ ラ ン ドは我 らの 目 に は死 に か か っ た 、

ひか らびた 植物 の よ うに 見える」、「主の 怒 りはイ

ン グ ラ ン ドか らまだ取 り去 られて は い ない 」、 と

嘆き と苦悩 を言 い 表わ した 。 マ
ーシ ャ ル は、New

Lightsとか new 　Gospel　discoveriesを誇 り、従来

の 説教者 と信者は全員、律法的人間、道徳主義的

人 間である と して 軽蔑する、その ような異端的、

冒涜的 な人 々 を黙過せ ず、議員たちは 自ら手 をあ

げて 至高の 神 に 誓 っ た神 との 契約 を遵守 して、国

に い や しをもた らす よ う勧告 した （48年 126 日の

庶民 院月例 断食日説教）。

N 工工
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長綴 会におげる宗教と政 労
一ズ ティ

ーヴン ・マ
ーシャ ル の 謎 会訪教の 分折を中心’ご

　第二 次内戦中の 48年 5 月17日、 南ウ ェ
ール ズ に

おける議会軍の 勝利を神に 感謝する庶民院 の 特別

礼拝の 説教
L’3）

に招かれたマ
ーシ ャ ル は 、「勝 利 を

もた らすの に用 い られ た道具が愛情にお い て 我 々

と分かれて い る 人々 〔独立派 、 平等派の 将兵〕で

あ るため
……神の 与えて くださっ た救 出と憐れみ

へ の 称賛、評価」がで きな い 人 々 が い る と指摘 し

て 、「イン マ ヌ エ ル なるキ リ ス トご 自身が思 い が

けない 仕方で 御業 をな さる の で ある」と強調 し 、

その ような人々 を宥め ようと した 。 その うえマ ー

シ ャ ル は庶民院議員たち に、「今 日は一つ の 派 を

喜ばせ る ため に
一

つ の こ とを票決 し、別の 日に は

もう
一

つ の 派を喜 ばせ るた め に別の こ とを票決す

る」とい っ た行動を止め 、初心 を貫き、イン マ ヌ

エ ル の 大義に生 きよ、と迫 る 。 こ の 説教の 結 びは、

異 様なほ どの 熱を帯び る 。 「諸君が 災難の ときに

い と高き神 に手 を挙げて 厳粛 に誓 っ た幾 つ もの 誓

約 と契約 （Vowes　and 　Covenants＞ を振 りか え

っ てみ よ。 信仰と礼拝と統治の 問題で 、諸君が ど

れ ほ ど多 く宗教 に つ い て の 約束をな したか を思 い

起 こ して ほ しい 」、 とマ ーシ ャ ル は言 う。 そ して 、

議 員たちに 「イ ン マ ヌ エ ル の 大義とそ の 御国を前

進させ る 目的に、諸君の 全計画 を一致 させる べ き

で ある」と訴 え、「イ ン マ ヌ エ ル は、ご 自分 に抑

制や 法を課すア ジ テ
ーターを 自らの 軍 隊 〔イン マ

ヌ エ ル の 大義に つ く人 々 〕の 中に持 とうとはされ

な い 」と言 い 切 っ たの で ある 。

　こ の 説教 をして か ら 2 ケ 月後、まだ第二 次内戦

（国王 ・ス コ ッ トラ ン ド軍 と独立 派 ・平等派軍 と

の 間の 戦い ） が終わ っ て い な い 48年 7 月26日、マ

ー
シ ャ ル は再び庶民院に招かれて 説教 した 。 その

後 もマ
ー

シ ャ ル は53年まで の 間 4 回庶民 院で説教

して い るが、庶民院が 出版を命じた説教は こ の 「心

の 頑な さ の 罪 」
24 ）

が最後 とな っ た。 こ の 説教 は最

初に して最後の 例であるが、庶民院 に対 して 献げ

られて い ない 。 代わ りに、「い と も敬虔 な レデ ィ

ー ・トレヴ ァ
ー一

我が最も尊敬すべ き、す ばらし

き友 、 ジ ョ ン ・トレ ヴ ァ
ー
卿の 妻一へ 」献呈 され

て い る 。ジ ョ ン ・ト レ ヴ ァ
ー卿 （1626 − 72）は穏

健派の 庶民 院議員の リ
ー

ダ
ーの 一人だ っ たが、そ

の夫 人に マ
ー

シ ャ ル が庶民院説教をい かなる理由

で献 じた の か は分か らな い 。 た だ、マ
ーシ ャ ル が

説教の 冒頭で 、「主に 在っ て愛する諸君、き ょ う

こ の 仕事につ くはず だっ た説教者の
一人に つ い て

何 か間違い が あ り、 こ の よ うな奉仕にふ さわ しい

よ りも短 い 期 間の 通告で 今わ た しが こ こ に立 つ こ

とに な りました」、と述べ て い る こ と と何か 関係

が あ っ た ので は と推測 され る 。

　 こ の 日 マ
ー

シ ャ ル は ゼ カ リヤ 7 ： 12か ら、「神

に対 して 心 を頑なにする罪は 、 完全な破滅の 確か

な前触れ で あ る」とい う教理 を立て 、  神の 戒め

を従順 に 守 らない 、   無感覚な心 、   悔 い 改 め の

なさ 、   忠告 、 助 け 、 手段 の 拒否 、   罪の 裁 き、

天罰 へ の 嘲笑 、 軽蔑 、   自分たちを妨 げる 人 々 を

す べ て 敵 とみ なし て 反対す る 、 と い っ た 「心の 頑

な さを もつ 罪 人 に 自分が 属 さな い か ど うか」、各

自吟味する よ う求めた 。 しか し、それ に留 ま らず

マ
ーシ ャ ル は 、 「神の 怒 りは我 々 に向けられて い る」

として 、 国王軍 と議会軍の 戦 い の 再開 （第二 次内

戦 ）、 王 党派 と議 会派の 対立 、 艦隊の 反乱、同盟

と契約 に反す る相手側へ の 侵略 〔ク ロ ム ウ ェ ル 軍

の ス コ ッ トラ ン ド侵攻を指す〕 などを挙げて 「イ

ン グ ラ ン ドの 惨 め な状況 を嘆け」 と叫 び 、 「イ ン

グ ラ ン ドの 大 半は主 なる神に 反逆し、町 々 村 々 に

は あ らゆ る罪が 蔓延 、 月例断食は全く形式と化 し

て い る」、と糾弾 した 。 「こ の 説教で イ ン グ ラ ン ド

に 対 して 語 られ た ことを、イ ン グ ラ ン ドの た め の

祈 りに 変 えよ う」 と訴えて マ
ー

シ ャ ル は説教 を終

わ るが 、さ し もの 彼に も希望 の 色は薄 くな っ て い

た ように 思われ る 。

　庶民院説教の す ぐ翌 日 （48 ・7 ・27） マ
ー

シ ャ

ル は、 ロ ン ドン 市の 特 別感謝礼拝
L’°「＋

に招 かれ て 説

教 した 。これ は 「最近 の 議会側 の 大勝利 と救出」

に 感謝す るた め の 礼拝だ っ たが、そ の 中で マ
ー

シ

ャ ル は 、これ ら の 勝利を喜ぶ とともに、「我 々 の

心 が キ リ ス トと彼の 教会に対 して正 しくあ るか ど

うか 、 よ く吟味する よ うに」求め 、「シオ ン の 荒

廃に安穏 と して い て はな らず、また 、
バ ビ ロ ン の

荒廃を悲 しむ こと を拒む よ うに」と勧告 した の だ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9
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っ た D

4） 第4 期
…

チ ャ
ール ズ

ー
世処刑以 降 （1649−52）

　国王処刑の 翌 日（49 ・1 ・31）マ
ー

シ ャ ル が貴族

院の 月例断食 日 に 説教 した こ とは 知 ら れ て い る
L’a｝

が、そ の 説教は 出版 され なか っ たか ら、内容 を知

る こ とはで きない 。 また、独立派議員のみ で構成

され た庶民院は こ の 時期 、 ビ ュ
ー ・ピーター

、 ジ

ョ ン ・オウ エ ン ら独立派牧師 を多く説教 に招 き 、

彼 らの 説教 を次 々 に 出版す るよ うに なっ た 。
マ ー

シ ャ ル ら神学者会議主流 派か らは招か れ る こ とが

少な くな り、た とえ招か れ た と して もそれ らの 説

教は 出版 され な くな っ た
27 ，

。 こ の 時期の マ ーシ ャ

ル の 説教で 我 々 が手 にす るこ と の で きる唯
一

の も

の は 、1652年 4 月の イース ター ・
マ ン デ ーに お け

る ロ ン ドン 市恒例の 記 念礼拝の 折の もの で ある 。

我 々 に と っ て マ
ーシ ャ ル 最後の 説教で ある 。 説教

題の 「頭 なるキ リス トと の 聖徒 の
一

致」
お 1

は 、 ま

さ しくこ の 時期 、 彼の 晩年の 切実なる希求 と祈 り

を言い 表わ して い る と言 えよ う 。

　 ロ ン ドン市長お よ び市参事会 に対する 「献呈 の

辞」 に お い て マ ーシ ャ ル は 、 「我 々 すべ て に対 し

て 破滅を脅かす教会分裂の 炎を消す手助けを した

い とい うわた しの 切なる願 い が 、 わた しにこ の 主

題の 研究 を課 した」、 と 明言す る 。 そ して説教 の

初め の 部分で マ
ー

シ ャ ル は 、 「教 会全体 、 すなわ

ち 、 全聖 徒の 集合 体 （collection ） ない し集成 体

（aggregation ）は キ リ ス トに あ っ て
一

つ の 体で あ

り、キ リ ス トはそ の 体の 頭 、 全聖徒 はその 肢体で

ある 」とい う全体的教理 を立て 、この キ リス トの

「教会の
一致 （一体性）」の 教 理 は 、 「無数の 分派

と集団に引 き裂かれ て 、分裂 （schism ）が 流 行

病 とな っ て い る」現状の 罪性 を明 らか に する 、 と

言 う 。 そ して マ
ーシ ャ ル は、「分裂の 罪 に 責任が

ある 人々」 を 「誤 っ た判断の 原則か ら分裂の 罪を

犯す 人 々 」 と 、 「腐敗 した心 と精神 か ら分裂の 罪

を犯す人々」 と に 分 けて 、 それ ぞれ を詳しく論ず

るが 、我 々 に と っ て よ り重要 なの は前者で ある 。

（後者 に 入れ られ て い る の は 、 自己愛の 人 、 高慢 ・

10

無礼な人、喧嘩好きな人、等々 で ある 。 ）

　マ
ーシ ャ ル が前者 に分類する の は、  個人で あ

れ連合体で あれ、自らを完全な市民国家や コ モ ン

ウ ェ ル ス の ように見なし
……他者すべ て に対 して

説 明責任 を一切認め な い 独立 主 義 （マ ーシ ャ ル

は、キ リ ス トの 全体教 会との 関係 と交 わりを保 っ

て い る 独立派の 人 々 は こ れに 入 らな い 、として 明

確に 区別する 〉、   自らの 教 会秩序と連合以外の

他 の す べ て の 集 ま りをキ リ ス トの 教 会で ない と

非 難す る 人 々 （自らの 信仰告 白 、 礼拝様式 、 教

会統治方式を絶対化 し、そ れ と異 な る 人 々 と交

わ ら な い 人 々 ）、  信仰 と生 活の 面で 〈根本的〉

（fundamental）で は ない 何 か具体的 な誤 りや 弱

さの ゆえに 、 交わ りを拒否する人 々
、 の 3者で あ

る 。   の 根本的な誤 りを犯 して お り、キリ ス ト教

会と し て 認め がた い の は 、 今日の ヨ ー ロ ッ パ で は

ソ ッ ツ ィ
ー二 主義者 と教皇主義者の み で 、他の す

べ て の 人々 とは 、 その 生活が非難すべ きもの で な

い か ぎり交わ りを拒むべ きで はな い 、と マ ーシ ャ

ル は言 う。 それ で は 「ル タ ー派」、 「反安息日厳守

主 義」、 「再 洗礼派」 に 寛容 （toleration） を与 え

る の か 、 と い う予想 される反論に対 して マ
ーシ ャ

ル は 、 為政者の 職務が寛容 、 非寛容 に つ い て どう

あるべ きか とい う問題 に 自分は介入 しない と した

うえで 、 「寛容」と い う言葉 に よ っ て こ れ らに対

す る「支持」（approbation ）を意味す るの で あれば、

キ リ ス トの 教会と して は断 じて 反対で ある 、 と 自

らの 立場 を明確に した 。

　最後に マ ーシ ャ ル は、第
一

に 分裂を嘆 くこ と、

第二 に その い や しの ため に 祈り、 自分た ちの 原則 、

愛情 、 精神を よ く吟味 し、 「互 い に愛 し合 い
、 互

い に平和を保つ こ とに熱心 に努め よ」と強 く勧め

て 説教 を閉 じて い る 。

皿 ．結論

　以上 の よ うなマ
ーシ ャ ル の 説教内容の 分析 に基

づ き、我 々 は最後に、 1 ．本論文の 課題で 提起 し

た 3 つ の 問 い に回答 を試み るこ ととす る 。
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長軅 会にお げる宗教と政 治
一ズ ティ

ーヴン ・マ
ーシャル の 講会詑教 の 分折を弓ケ谷に

　第
一

の 問い は 、マ
ー

シ ャ ル に お い て宗教に よる

政 治の 介入、扇動が 起こ っ て い るか 、また、 トレ

ヴ ァ
ー ・

ロ
ーバ ー、ジ ョ ン

・
ウ ィ ル ソ ン の 結論を

どう評価する かで ある 。 まず、 マ
ー

シ ャ ル にお い

て 宗教に よる政 治へ の 介入 、扇動とい っ た こ とは

起 こ っ て い な い
、 と端的に 答える べ きで あろ う。

そ もそ もマ ーシ ャ ル が 国王 の 参加禁止命令に反 し

て 長期議会の 召集に応 えて神学者会議 に参加 した

の は 、 議会とその 宗教 問題 へ の 取 り組み に 〈神の

大義〉、 〈イ ン マ ヌ エ ル の 大 義〉が あ る と確信 した

ため で あるが 、 神学 者会議 は議 会の 諮問機関にす

ぎず、神学者会議か ら選 ばれ た議会説教者は庶民

院に関す るか ぎりすべ て議 会が 決定 し、そ の 出版

も議会の 意向次第だ っ たか ら 、 長期議会の 全期間

にわ た り、
マ ーシ ャ ル ら説教者 に主導権はな く、

その 役割 は副次的、奉 仕的 だ っ た と言わねばな ら

な い
L9）

。 国家と国教会の 柱で あ る主教制と祈祷書、

星室庁、高等宗務官裁判所 の 廃止 も、議会が 決定

したこ とであ っ て 、 マ
ーシ ャ ル ら牧師 、 神学者が

決定 したこ と で はな い
。 内戦期の み ならず長期議

会の 全期間と王 政 復古に も重大 な意義をもつ ス コ

ッ トラ ン ドと の 厳粛な 同盟 と契約の 場合 も、マ
ー

シ ャ ル の 役割はチ ャ プ レ ン もし くは助言者の それ

で あ っ て 、 責任主 体は 議会で ある 。 その 意味で ト

レ ヴ ァ
ー ・ロ ーバ ーが 基 本的 に 肯定する 、『大叛

乱史』 の ク ラ レ ン ド ン 伯の 有名な言葉、「疑 い も

な く、カ ン タベ リー大 主教 が、マ
ーシ ャ ル 氏 とバ

ージ ス博士 が議 会両院に対 し て もっ た ほ ど大 きな

影響力 を宮廷側の 諮問会議 に対 して も っ た こ とは

決 して なか っ た」
301

は 、明らかに 誇張で ある と言

わ ねばな らない
。

　こ うした角度か らマ ーシ ャ ル の 全議会説教、ロ

ン ドン 市説教 を振 り返 っ て 見る と、  マ
ー

シ ャ ル

は 具体的な政 策の 提示や 、政 治的、軍事的論争へ

の 介入 を一
切試みて は い な い 、  彼の唯一、最大

の 関心は 、 宗教改革 を徹底 して イ ン グラ ン ドに真

の キ リ ス トの 教会を樹 立 す る こ とで あ り 、 しか も

それ は議会自身が繰 り返 し誓約 した こ とであ るた

め、その 〈大義〉を決 して 捨て な い ように と、 う

まずた ゆ まず説 い た 、   マ
ー

シ ャ ル は こ の 観点か

ら議 会、さ らには ク ロ ム ウ ェ ル の 政 策ある い は無

策を大胆 に指摘 し、ときには批判 して い る か ら、

決 して議会や ク ロ ム ウ ェ ル の 単 なるプ ロ パ ガ ン デ

ィ ス トで はなか っ た、  マ
ー シ ャ ル が行 っ たの

は、単な る扇動の こ とば、ア ジ演説で はな く、聖

書テ キ ス トに基づ く講解説教に よ っ て で あ っ た 。

確か に、講解説教 とは い え具体的な問題、状況 へ

の 厂適用」（用益 ）に お い て は きわめて 効果的 な強

調法、反復、反語 、断定的表現が 多数用 い られ た

が 、そ れ を扇動や ア ジ演説の こ とば と取る こ とは

困難で ある。
マ ーシ ャ ル はそ の 全奉仕 を 、 出版 さ

れ た全説教 の 扉に記 した よ うに、「フ ィ ン チ ン グ

フ ィ
ール ドの （福音 に仕える／神の 言葉 に仕 える）

牧師
31’
」として 行な っ て い た、と言 っ て よい 。

　 第二 の 問 い は 、
マ ーシ ャ ル の 変節 とその 結果 と

して の 孤立化 を強調す る トレヴ ァ
ー ・ロ

ーバ ーの

見解の 妥 当性 に つ い て で ある 。 確 か に トレ ヴ ァ

ー ・ロ ーバ ーや ウ ィ ル ソ ン が 指摘 す る まで もな

くマ
ー

シ ャ ル は当時か ら 「（長期）議会の 説教者」

として 広 く認め られる存在で あ り、そ の 議会説教

は長期議会の 当初から残部議会末期の 前後13年に

わ た っ て行な われ た 。 しか し、我 々 が 詳し く見た

通 り、マ
ー

シ ャ ル の 説教内容は基本的に同
一

で あ

り、彼がそ の 全説教 を通 じて 強調 した の は要す る

に イ ン グ ラ ン ドに おけ る宗教改革の 徹底 （神の 大

義 、 イン マ ヌ エ ル の 大義） であ っ た 。 言 うまで も

な く、イ ン グ ラ ン ド教会は 国教会で あ っ たか ら、

マ
ーシ ャ ル の 宗教改革推進 へ の 期待は どこ よ りも

議 会に向けられ、や がて 議会の 変質 と ともに独立

派指揮 下 の 軍、更にはオ リヴ ァ
ー ・ク ロ ム ウ ェ ル

個人へ と向け られ て変遷 を重ねたが 、それは ト レ

ヴ ァ
ー ・ロ

ーバ ー
が言 うよ うに勝ち馬に乗ろ うと

す る マ
ーシ ャ ル の 生 き方か ら来る とい うよ りも、

む しろ、激変す る政治的、社会的状況の 中で の マ

ー
シ ャ ル が宗教改革の 徹底 ・推進 を一貫 して追求

したが ため の 孤立化と見るべ きで はな い か 。
つ ま

り、彼の 立場が変化を重ねた と い うよ り、宗教改

革の 徹底 とい うまさに ピ ュ
ー

リ タ ニ ズ ム の 確信が

マ
ー

シ ャ ル にお い て典型的に最後 まで 堅持 された、

とい うの が我 々 の 見方で ある 。
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　第三 の 問 い （教会分裂 とその い や しに 関する バ

ク ス ターの 見方の 妥当性）に つ い て は 、然 りと否

をもっ て 答 えなければならない 。 なぜ な ら、一方

に おい て、い わゆ る長老派神学者の 中で もマ
ー

シ

ャ ル は 、特 に52年 4 月に出版され た最後の 説教「頭

なるキ リ ス トとの 聖 徒の
一致」に典型 的に見られ

る よ うに、きわめ て協調的、調停的で あ っ た 。 議

会の 要請 に より、義理の 息子で あ る独立派の フ ィ

リ ッ プ ・
ナ イと共に ス コ ッ トラ ン ドに 使い した こ

と、ある い は、繰 り返 し議会と国王 との 和平交渉

に チ ャ プ レ ン として 同行 した こ とか ら も、 そ うし

たマ
ー

シ ャ ル の 姿勢が広 く評価 されて い たこ とが

伺われ る 。

　 しか し、 他方 、 国教会内に分裂が起 こ っ たこ と、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ うせ い

そ して 国教会外に 数 多くの 分派が簇生 した こ とに

は歴史的、宗教的、政治的、経済的 な諸原因が あ り、

マ
ー

シ ャ ル ら牧師、神学者の 姿勢次第で解決で き

る もので は なか っ た 。 した が っ て 、
バ ク ス ターの

言葉は軍 と諸セ ク ト台頭以前は と もか く、 以 後に

は全 く当て は まらな い と言わな け れ ば な らな い だ

ろ う。 52年 4 月の 説教 「頭なる キ リ ス トと の 聖徒

の
一

致」の 結び の 言葉 、 「互 い に愛 し合い 、 互 い

に平和を保つ よ う熱心 に努め よ」は 、
マ ーシ ャ ル

の く白鳥 の 歌〉 と して 我 々 に、む しろ、自責 と悲

哀の 念を引 き起こ す 。 今日に至る も、キリ ス トの

教会は分裂に苦悩 して い るか らで ある
321

。

（本論文 は2012．　6　．16 日本ピ ュ
ーリ タニ ズ ム 学会研

究大会シ ン ポ ジウ ム 「ピ ュ
ー

リ タ ン 革命の 宗教思

想」にお い て 発表 した論文に加筆訂正 を加えた も

の で ある 。 2012．12．5記）
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10）

11）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

University　Press，1969 ，　p．3の 引用 か ら。

H ，R．　Trevor −Roper ，　Tlie　Crisis　of 　the　Seventeenth

Centttry，　Harper ＆ Rowe ，19561 ，　p．294 の 引用

から。

こ れらは 1篇 を除 い て すべ て、聖学院大学図書館

所蔵 の マ イクロ フ ィ ル ム 版Thomason 　Coll  ti 

を用 い て 入手 したもの で あ る。例外 の 1 篇 は マ

イ クル フ ィ ル ム 版にもれて い たもの を別刷 りで

入手 した 。 マ
ー

シ ャ ル の 議会説教は こ れら以外

に 9篇 あ る こ とが 知 られ て い るが、内 1 篇は

ThOmason 　Collectionの マ イ ク ロ フ ィ ル ム 版か

らもれ て い て 筆者 は まだ入手 し え て い ない 。他

の 8 篇は議会に よ り出版を求め られ なか っ たが、

そ の 内の 1 篇 は 1657 年に Giles　Fiminに よ り出

版 された 。

DNB は じ め 多 くの 歴 史書 、伝 記 に 引用 さ れ る

こ の有名 な言葉 は、元来 はJeremiah　Burroughs

に つ い て 言われた もの だ っ たよう に 思 われ る 。

James 　Reid，　Memoirs　of 　the　Wesiminster　Divines，

18111r　J．R，　Beeke ＆ R．J．　Pederson，　Meet　the

Puritans，　Reformation　Heritage　BoQks，2006

当時の 神学用語 で は application の ほか、ほぼ同

義 でuse が用 い られ て い た 。 筆者 はuse を用 益

と訳す こ と とする 。

APeace −Offering　to　God

Reformation　and 　Desolation

Meroz　Cursed

ORHN Ω △ IA，　The 　Churche ’
sLamentation 　for

the　Good 　Man 　his　losse

The　Song 　of　Moses ，　the　Servant　of 　God ，　and

the　Song 　of　the　Lambe

ASacred 　Panegyricke

ADivine 　Project　to　Save　A　Kingdom

こ の 間の 事 情に つ い て は本論文 冒頭 の Trevor−

Roper，　Wilsonの 著害 を参照 。

God ’
sMaster −Piece

The　Strong　Helper　or　The　interest，　and 　power

of　the　Prayers　ot　the　destitute，
　for　the　building

of 　Si 

ASacred 　 Record 　 to　 be　 made 　 of　 God
’
s

Mercies　to　Zion

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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長醐讖 会にお〜ナる宗教と政治
一

ズ テゲ
ーヴン ・マ ーシャ ル の謎会説教 の分折をip・C・’ご

18）　ATwo −edged 　 Sword　 out 　of　 the　 Mouth 　 of

　 　 Babes

19）　The　Right　Understanding　of　the　Times

20） エ ラ ス トス 主義の立場 を取る議会 と神学者会議

　 　 内外 の 牧師、神学 者た ちの 対立 に つ い て は、田

　　 中浩 『ホ ッ ブ ズ 研究 序説
一

近代 国家論 の 生誕』

　　 （1982
”

、改訂 増補版、御茶 の 水書房、1994 、

　　 19821＞に 「宗教権力は、世俗的権威 （主権）

　 　 よ り も優位 に あ り、ま た、前者 は、後者 よりの

　　 干渉をうける こ とはで きない とい う力 トリッ ク

　　 （ジ ェ ズ イ ッ ト）や長老派の主張…」 （236 頁、

　 　 253頁） と説明 さ れ、他 の 研究者 たちの 多 くも

　　 こ う した見解 を取 る が、こ う した理解 は ホ ッ ブ

　　 ズの見方 をその まま受け入れた もの で あ っ て、

　　 きわ め て偏 っ て い る 。 当時の 「長老派」の 立場

　　 は 本論文 の 本論 「マ ーシ ャ ル の 説教 内容の 分析」

　　 および ウ ェ ス トミ ン ス ター信仰告 白23 章、31

　　 章などに明 ら か な ごと く、カ トリ ッ ク （ジ ェ ズ

　　 イ ッ ト）とは全 く別で ある 。 こ うした誤解は エ

　　 ラ ス トス 主義と 「長老派」お よ び ス コ ッ トラ ン

　　　ド教会 に よ る 反 エ ラ ス トス 主義の 対立、論争 へ

　　 の 誤解な い し偏見か ら生 じる と思われ る 。

21） 特別な説教題はな く、 ただAS     Pre  剛 to

　 　 The　Two 　Houses　of　Parliamentと題 され て い る

　 　 の み で あ る。

22 ）　こ の 説教に も題 は な く、ASermon 　Preached

　 　 to　 the　 Honourable 　 House 　 of 　 Commons

　 　 Assembied　in　Parliamentと題 され て い るの み

　 　 で あ る 。

23 ）　Emmanuel ：AThanksgiving　Sermon　Preached

　 　 to　the　Honourable　House 　of　Commons

24 ＞

ラ
　
@

　

　8

2

）　

ラ
」

1

33

2） The　Sinne 　of　Hardnesse 　of 　Heart

TheNature ，　Danger ，　and 　Remedy　

　 itAThanksgiving 　S

mQn この事実からTrevor −roperやWilson

マ ー シャ ルが国 王処 刑 を 支 持して いたこ と

示すと する が、 DNB は そ うで は な か った と

る。 いずれに し て も判断 は 推測の域 を 出な

が、筆者 とし て は 支 持で は なく 黙 過だった

では な

か と推察 す る 。 こ の間の事情に つ いて は

lson に詳 しい。 The　Unity 　of　 the 　Saints 　with 　

rist ，　andeSpeCially 　amOng

themSelveS 注 20 に詳 述したよ

に 、 長 老派 聖職 者が 議会 をコ ントロー ル し

り、議 会大 権を侵 害 する な ど

い うことは ありえなかった。Wilson ，　op 　cit ，

pp ． 12 − 13 か ら の 引用 。 印刷 され

説 教の扉にマーシャ ル が 用 いた 肩 書 は 、 「 B ．

A エセ ック ス州 フィンチングフィー ルドの牧師 （ Mini

er ） 」 、 「 B ．
D ． エセ ック ス州 フィン

ングフィール ド の 神 の 言 葉 の 牧 師 」 、 「B ．D

エ セ ックス州フィンチングフィールドの 牧 師 （ past

） 」 、 「
B ． D． エセッ クス州フィ ン チ ン

フ ィ ー ル ド の福音の 牧 師
」など で あ っ た 。

の意味では 、 従采 ピュー リタニズ ム にお け る

ｳ 派、 分派の誕生 と それ ら相 互 間の抗争 の歴 史

に 論 者 の主な 関心 が 集中し て い た が 、エ キ
ュメ

ニ ズ ムが肝要と なっ た 今 日 にお いてはピ
ュ

ー リ

タニ ズ ムの時 代におい て キリ ス ト 者間の一 致 を

目指 した 個 人 と 運 動 の歴 史に より

を 向 け る こ と が 課 題 で はな
かと思

わ
れる 。 　 　 　 　　 　　　　 　 　 　 13N 工 工一


